
麻子�「人間の生活があればそこには必ず道ができてくるわよね。」

恭平�「でも ,�今の僕たちが想像するような道とはとても言えないものだったんじゃないかな。①『魏志』倭人伝の中には ,�当時の倭�

では ,�道はまるで獣
けもの

道
みち

のようだと書いている部分もあるらしいよ。」

麻子�「そうかもしれないね。その道が整えられるようになったのはいつ頃からなんだろう。」

恭平�「おそらく律令制が成立するのと一緒くらいではなかったのかな。政府は ,�全国を畿
き

内
ない

と七道という行政区分にわけ ,�②都から

七道に向かう道を整備したらしい。」

麻子�「そういえば ,�『万葉集』に『③都へ向かう道は新しく開いた道だから ,�木の切り株などでけがをしないように沓
くつ

をはいて行っ

てらっしゃい ,�我が夫よ』という意味の ,�妻が夫を思う歌があるのを授業で習ったわ。」

恭平�「夫婦愛にあふれたいい歌だね。ところで ,�平安時代になると ,�陸の道だけでなく海の道 ,�つまり船を使った交通も整備され

ていったみたいだよ。」

麻子�「確かに ,�大量に運ぶには船がもってこいだわ。でも危険も多かったんじゃないかしら。」

恭平�「そうだね ,�悪天候で転覆という危険はもちろんだけど ,�それ以外に海賊というのも結構あったらしい。有名な④『土佐日記』�

� でも ,�土佐から都に帰る際に海賊に襲われないかとても心配している様子がわかるんだ。」

麻子�「鎌倉時代はどうだったんだろう。⑤貨幣経済も広がっていたようだし ,�経済の発展には道路の整備は不可欠よね。」

恭平�「鎌倉と京都との間の人の行き来はさかんだったと思うよ。その後 ,�室町時代になると人の交通は陸でも海でも ,�そして川で

もますますさかんになるんだ。そうした交通のターミナルになるようなところには⑥市が成立し ,�人も物もそこに集まってくる

ようになるんだね。このころには⑦そういう場所が全国各地に成立していたと言われているよ。」

麻子�「交通の発達が果たした役割は ,�経済ばかりじゃないわよね。応仁の乱で都が荒れ果てたこともあったと聞いているけど ,�⑧文

化人がたくさん地方に移住していって地方文化が花開くなんていう状況もあったんだよね。」

恭平�「それは ,�地方の経済も発展して都に劣らない豊かさを実現していたということでもあると思うよ。そうした経済力をつなげる

役割を期待されたのが ,�江戸時代の交通網だということになるのかな。」

麻子�「江戸を中心として⑨五街道が整備されるとか ,�［　X　］などによって新潟もその寄港地となる西廻り海運などの航路も開かれ

たよね。年貢米などが全国から集まってくる大坂が『［　Y　］』と呼ばれて ,�全国の商業の中心地になったのも江戸時代だわ。」

恭平�「街道の整備は⑩参勤交代のためというのが主な理由だけれど ,�一般の人々の通行も軽く見るわけにはいかないよね。江戸時代

　　は ,�⑪空前の旅行ブームだったという話もあるくらいだから。」

麻子「交通の歴史を振り返るだけでも ,�時代のいろいろな姿が見えてくるものね。」

(1 �)�下線部①について ,�この書物に登場する邪馬台国には「有無を交易」するための「市」があり ,�これを監督する役人がいたこ

とが記述されている。その名称として適切なものを ,�次の A ～ C から１つ選び ,�記号で記せ。

A　市司　　　B　場長　　　C　大倭

(2 �)�下線部②について,�この官道に作られた施設である駅
うま

家
や

の説明として適切なものを,�次の A ～ C から１つ選び,�記号で記せ。

A　地方へ向かったり都に上ったりする役人のために ,�乗りものである馬や荷物運搬の人夫がいた。

B　役人以外の通行を取り締まるために ,�通行証である手形の検査を行った。

C　地方での反乱などの非常時に道路を封鎖して ,�都にその影響が及ぶのを防ぐための兵士が配置されていた。

(3 �)�下線部③について ,�この夫は何のために都に向かったのか ,�適切なものを ,�次の A ～ D から１つ選び ,�記号で記せ。

A　年貢にあたる租を納めにいく　　　B　雑税の調や庸を納めにいく

C　地頭の不正を訴えにいく　　　　　D　軍団の兵士として都の警備にいく

(4 �)�下線部④について ,�この日記の作者を答えよ。

(5 �)�下線部⑤について ,�このことに関連して述べた次の文中の� ア �～� ウ �に入る適切な語を記せ。

宋から輸入された銭が広く行き渡るようになると ,� ア �と呼ばれる金融業者が登場し ,�所領の細分化によって経済的に

行きづまった� イ �に金を貸すことが行われるようになった。やがて ,�借金が返せない代わりに土地を失う� イ �が

増えてくると幕府もこれを放置できず ,�1297 年に� ウ �を出してその救済をはかったが ,�効果は一時的だった。

(6 �)�下線部⑥について ,�室町時代に入って月に 6 回開かれるようになった定期市を何というか。

(7 �)�下線部⑦について ,�中世から近世初期にかけて ,�中国山地の内陸交通と瀬戸内海の海運を結びつけ�� � � �

て栄えていた「草戸千軒町遺跡」の場所を ,�右の地図中の (あ) ～ (う) から１つ選べ。

(8 �)�下線部⑧について,�大内氏の城下町山口に滞在し,�水墨画の大作『四季山水長巻』を描いた画家は誰か。

(9 �)�下線部⑨について,�この五街道の説明として誤っているものを,�次の A ～ C から１つ選び,�記号で記せ。

A　五街道のすべてが江戸の日本橋を起点としている。

B　街道には宿場があり ,�大名の宿泊する本陣の他に庶民向けの脇本陣があった。

C　街道の要所には関所が設けられ ,�人々の通行を監視していた。

学力検査問題�[ 日本史 ]���　( その１）
（2023 －�般ⅠＢ）

解答はすべて解答用紙に記入せよ。

次の会話文を読み ,�(1 ) ～ (12) の問に答えよ。1

 

●

●
●

(あ)
(い)

(う)



江戸時代前期 ,�幕府は鉱山の開発を直接こころみたため ,�採掘・排水・精錬などの技術が進歩し ,�17 世紀初めに ,�日本は当時の

世界でも有数の金銀産出国になった。また 17 世紀半ば以降 ,�幕府や諸藩の勧農政策や農民の努力により ,�農業生産力は飛躍的に向

上したが ,�これを可能にしたのは ,�①大規模な新田開発による耕地面積の拡大と ,�農業技術の進歩による反当たりの収穫量の増大

であった。とくに農業技術の進歩は著しく ,�農具の改良がおこなわれ ,�深耕に適した� ア �や ,�それまで女性が扱
こき

箸
はし

を使って

おこなってきたものよりも数倍の効率で脱穀を可能にした� イ �，穀物の粒と殻・ごみを吹き分ける� ウ �や千石簁
どおし

,�移

動可能な灌漑用の� エ �など多くの新しい農具が普及して作業効率が高まった。肥料では従来の自給肥料のほかに ,�菜種や綿

の種を絞った� オ �や ,�九十九里産の� カ �とよばれた購入肥料である� キ �が商品作物の栽培に広く用いられた。

とくに庶民衣料の原料として河内 ,�尾張 ,�三河など畿内とその周辺で発展していた� ク �の栽培には ,�速効性のある肥料で

あった� キ �は必要不可欠であった。こうした新しい農具や肥料 ,�商品作物の栽培法は ,�17 世紀後半に盛んに著された農業技

術の解説書である� ケ �によって全国の農村に広まったが ,�なかでも 1697 年に刊行された『農業全書』は ,�農業の必読書と

して日本中に写本が普及した。その後も②各地の実情に応じた� ケ �が多くつくられた。③『広益国産考』ではハゼノキ・棉
わた

な

どの商品作物を栽培し農家経営を安定・向上を説くものもあらわれた。

(1 �)�文中の� ア �～� エ �に入る適切な農具を ,�次の《農具名》から選び ,�それぞれ記せ。また ,�その農具を ,�図の

A ～ F から選び ,�それぞれ記号で記せ。

《農具名》　水車　　踏車　　平鍬　　千
せん

歯
ば

扱
こき

　　備中鍬　　唐
とう

箕
み

　　篩
ふるい

　　万石簁
どおし

図 A 図 B 図 C 図 D 図 E 図 F

(2 �)�文中の� オ �～� ケ �に入る適切な語を ,�次の《語群》からそれぞれ選び ,�記せ。

《語群》　桑　　木綿　　麻　　農書　　洋書　　油粕　　干鰯　　金肥

(3 �)�下線部①について ,�(a ),�(b ) の問に答えよ。

(a �) 大規模な新田開発が盛んになった背景について ,�次の用語を使って 80 字以内で説明せよ。

　　　【用語】　　箱根用水　　町人請負新田

(b �)�下の《耕地面積の変遷》のグラフを参考にして ,�江戸時代中期の耕地面積を ,�次の中から選び ,�記せ。

約 200 万町歩　　　約 250 万町歩　　　約 300 万町歩

0

50

100

150

200

250

300

350

平安中期 室町中期 江戸初期 江戸中期 明治初年

《耕地面積の変遷》

( 4 �)�下線部②について ,�ふさわしくないものを ,�次の A ～ C から１つ選び ,�記号で記せ。

A　粒々辛苦録　　　B　北越雪譜　　　C　百姓伝記

( 5 �)�下線部③の著者を ,�次の中から１人選び ,�記せ。

大蔵永常　　　宮崎安貞　　　大平与平治

学力検査問題�[ 日本史 ]���　( その 2）
（2023 －�般ⅠＢ）

解答はすべて解答用紙に記入せよ。

次の文章を読み ,�(1 ) ～ (５) の問に答えよ。2

(10�)�文中の［�X�］・［�Y�］に入る語の組み合わせとして適切なものを ,�次の A ～ D から１つ選び ,�記号で記せ。

A　X�…�角倉了以　Y�…�天下の台所　　　B　X�…�河村瑞賢　Y�…�天下の台所

C　X�…�角倉了以　Y�…�天下の御蔵　　　D　X�…�河村瑞賢　Y�…�天下の御蔵

(11�)�下線部⑩について ,�この制度について述べた文として適切なものを ,�次の A ～ C から１つ選び ,�記号で記せ。

A　この制度は ,�1615 年に出された武家諸法度（寛永令）で定められたものである。

B　この制度により ,�大名は半年ごとに江戸と国元を往復することとなり ,�その経済的負担は大きかった。

C　参勤中の大名は政務に専念することが求められ ,�妻子の江戸への同伴は許されていなかった。

(12�)�下線部⑪について ,�江戸時代に周期的におこった「お蔭参り」は ,�何という神社に参拝する旅であったか。

（万町歩）



学力検査問題�[ 日本史 ]���　( その 3）
（2023 －�般ⅠＢ）

解答はすべて解答用紙に記入せよ。

1937 年 7 月 ,�北京郊外で発生した盧
ろ

溝
こう

橋
きょう

事件は ,�それまで続いていた日中間の戦争状態が本格化する契機となった。就任したば

かりの� ア �首相は ,�戦争状態を拡大しないことを発表したものの派兵は認めたため ,�宣戦の布告が行われないまま戦火は中

国南部にも拡大していった。

日本軍が 1937 年末には首都南
なん

京
きん

を占領したことから戦争の終結が期待されたが ,�国民党の� イ �は政府の機能を内陸の重慶

に移し ,�①共産党とも提携して頑強な抗戦が続くこととなり ,�戦争は長期化の様相を見せはじめた。こうした情況のなか ,�政府は

1938 年の 1 月に ｢爾
じ

後
ご

国民政府は対
あい

手
て

とせず」との声明を出し ,�和平の可能性をみずから断ち切るとともに ,�戦争目的として日本 ･

満州国 ･中華民国の三国による� ウ �の建設をかかげ ,�軍部の作戦続行を容認した。

この間 ,�日本の国内ではしだいに戦時体制が強化されていった。1938 年には� エ �が制定され ,�政府は議会の承認なしに戦

争のために必要な物資や労働力を動員する権限を得た。また ,�経済では軍需優先が貫かれたため ,�②国民生活に徐々に影響が及びは

じめ ,�生活必需品などの不足が日常のこととなっていった。さらに ,�労働組合は 1940 年にすべて解散させられて� オ �に統

合され ,�戦争にあらゆる階層の国民が協力するという体制が作られていった。

1939 年 9 月 ,�ドイツ軍がポーランドに突如侵攻を開始して第二次世界大戦が始まると ,�日本はヨーロッパにおけるドイツの圧倒

的有利を背景に ,�アジアにおけるヨーロッパ列強の植民地への勢力拡大をねらっていわゆる南進策を開始した。しかし ,�このこと

が日本とアメリカとの関係を急速に悪化させることとなり ,�③アメリカは日本に対する経済制裁を本格化させた。1941 年 10 月第 2
次� ア �内閣は ,�日米交渉によって軍事衝突を避けようとしたが失敗して総辞職し ,�代わって対米開戦論者の� カ �が陸

軍大臣と兼任で内閣を組織した。こうして ,�1941 年 12 月の対英米開戦を迎えた。

戦局は当初日本軍に有利にすすんだが ,�④開戦半年後に行われた中部太平洋上での戦いで日本海軍が大敗したことを転機として ,

アメリカ側の反転攻勢が強まっていった。1944 年 7 月にサイパン島がアメリカ軍によって占領されると ,�この島の基地からの日本

本土に対する空襲がしだいに激しくなり ,�国民生活も追いつめられていった。小学校 (国民学校 )の児童を都会から地方へ避難させ

る� キ �がはじまり ,�中等学校以上の生徒たちを軍需工場などで働かせる� ク �も行われ ,�学業は戦争の後景に追いやら

れた。1945 年 4 月には⑤米軍が沖縄本島に上陸し ,�民間人もまき込んだ激しい戦闘が行われ多くの犠牲者を出した。

戦争の継続がもはや困難となるなかで ,�日本は 1945 年 7 月に米英など連合国が出した� ケ �を受諾し ,�同年 8 月 15 日に天

皇がラジオを通じて国民に終戦を伝えた。戦後の復興は ,� ケ �にもとづき占領を実行する⑥連合国軍最高司令官総司令部の指

示によって日本政府の手ですすめられる間接統治の形をとったため ,�戦前の官僚機構などは一部を除いて温存されることとなった。

しかし ,�⑦占領政策の基本は日本の非軍事化と徹底した民主化であり ,�総司令部の指示によって作成された日本側の憲法改正草案が

認められなかったのも ,�そうした連合国側の意図があってのことだった。

(1 �)�文中の� ア �～� ケ �に入る適切な語を ,�次の《語群》から選び ,�それぞれ記せ。

《語群》　若槻礼次郎　　　張学良　　　産業報国会　　産業戦士会　　　近衛文麿　　学童疎開　　東亜新秩序

　　　　　大東亜共栄圏　　東条英機　　勤労動員　　　ポツダム宣言　　小磯国昭　　蔣介石　　　国民精神総動員法

　　　　　国家総動員法　　学徒出陣　　カイロ宣言

(2 �)�下線部①について ,�二度にわたって行われたこの提携を何というか ,�漢字 4 文字で答えよ。

(3 �)�下線部②について ,�このような状況を説明した文として誤っているものを ,�次の A ～ C から１つ選び ,�記号で記せ。

A　「ぜいたくは敵だ」「欲しがりません，勝つまでは」といったスローガンのもと ,�消費の切り詰めが強要された。

B　主食である米は ,�国内生産は増大していたものの ,�植民地などからの移入量が激減し配給の不足が生じていた。

C　砂糖やマッチなどの日用品 ,�さらには衣料品にも切符制がしかれ ,�生活用品が厳しく統制された。

(４�)�下線部③について ,�この制裁の内容について述べた文として適切なものを ,�次の A ～ C から１つ選び ,�記号で記せ。

A　日本に対する航空機用ガソリンやくず鉄の輸出を禁止した。　　　B　日本からの自動車輸入に高い関税をかけた。

C　日本へ輸出する工作機械を旧式のものに限定した。

(5  )�下線部④について ,�この海戦を何というか ,�記せ。

(6 �)�下線部⑤について ,�このことについて述べた文として誤っているものを ,�次の A ～ C から１つ選び ,�記号で記せ。

A　沖縄本島南部の摩
ま

文
ぶ

仁
に

に ,�アメリカ軍も含む全戦没者約 20 万人の名を刻んだ「平和の礎
いしじ

」が 1995 年に作られた。

B　この戦闘には ,�「鉄
てつ

血
けつ

勤
きん

皇
のう

隊
たい

」や「ひめゆり学徒隊」の名で ,�中等学校の生徒が関わって多くの犠牲者を出した。

C　ここでの戦闘は ,�日本政府が戦争を終結させた 1945 年 8 月まで続いた。

(7 �)�下線部⑥について ,�この組織の略称をアルファベット 3 文字で答えよ。

(8 �)�下線部⑦について ,�この実現のため総司令部は 5 項目の改革指令を出したが ,�それにあてはまらないものを ,�次の A ～ F
から１つ選び ,�記号で記せ。

A　労働組合の結成奨励　　　B　婦人参政権の付与　　　C　教育制度の民主的改革

D　裁判制度の改革　　　　　E　秘密警察の廃止　　　　F　経済機構の民主化

次の文章を読み ,�(1 ) ～ (8 ) の問に答えよ。3



解答用紙 [日本史�]
2023

般ⅠＢ
受　験

番　号

1

2

3

(1 ) (2 ) (3 ) (4 )

(5 ) ア イ ウ

(6 ) (7 ) (8 )

(9 ) (10) (11) (12)

(1 ) ア

農具名

イ

農具名

ウ

農具名

エ

農具名

図 図 図 図

(2 ) オ カ キ ク ケ

(3 )

（a）

（b）

(4 ) (5 )

(1 )

ア イ ウ

エ オ カ

キ ク ケ

(2 ) (3 ) (4 )

(5 ) (6 ) (7 )

(8 )



解答用紙 [日本史�]
2023

般ⅠＢ
受　験

番　号

1

2

3

(1 ) C (2 ) A (3 ) B (4 ) 紀貫之

(5 ) ア 借上 イ 御家人 ウ 永仁の徳政令

(6 ) 六斎市 (7 ) (い) (8 ) 雪舟

(9 ) B (10) B (11) A (12) 伊勢神宮

(1 ) ア

農具名
備中鍬

イ

農具名
千歯扱

ウ

農具名
唐箕

エ

農具名
踏車

図 B 図 E 図 F 図 A

(2 ) オ 油粕 カ 干鰯 キ 金肥 ク 木綿 ケ 農書

(3 )

（a）
箱根用水のような幕府や大名による大規模な土木事業で灌漑がすすむとともに，

商人の資金力を利用した町人請負新田も広くおこなわれた。

（b） 約 300 万町歩

(4 ) B (5 ) 大蔵永常

(1 )

ア 近衛文麿 イ 蔣介石 ウ 東亜新秩序

エ 国家総動員法 オ 産業報国会 カ 東条英機

キ 学童疎開 ク 勤労動員 ケ ポツダム宣言

(2 ) 国共合作 (3 ) Ｂ (4 ) A

(5 ) ミッドウェー海戦 (6 ) C (7 ) ＧＨＱ

(8 ) D


